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研究成果の概要（和文）：生体で産生される活性硫黄分子種(RSS)は細胞保護作用をはじめとする多彩な生理作
用を持つ。RSSを産生する酵素はシステインの生合成や代謝酵素であるCBS、CTH、MPSTなどが知られているが、
遺伝子欠損マウスを用いた研究から、これらの酵素は免疫疾患において増悪・軽減両面に作用することが明らか
になっている。本件ではCthとMpstの遺伝子欠損マウスに対し各種の免疫疾患モデルを試験し、適応免疫応答に
おけるRSS産生酵素の役割を探った。その結果、Mpst欠損マウスにおいて受動的全身性アナフィラキシーにおい
て体温低下の増悪化が認められ、Mpstが体温に関連する調整機能に関与することが判明した。

研究成果の概要（英文）：The reactive sulfur species (RSS) produced in the living body has various 
physiological functions such as cytoprotective effect. The enzymes that produce RSS are known to be 
cysteine biosynthesis and metabolizing enzymes such as CBS, CTH, and MPST. Studies using 
gene-deficient mice have revealed that these enzymes act on both exacerbation and alleviation in 
immune disorders. In this study, various immune disease animal models were tested on Cth and 
Mpst-deficient mice, and the role of RSS-producing enzymes in the adaptive immune response was 
investigated. As a result, It was found that hypothermia was exacerbated during passive systemic 
anaphylaxis in Mpst-deficient mice, suggesting that Mpst may be involved in temperature-related 
regulatory functions.

研究分野：衛生薬学　生化学

キーワード： 活性硫黄分子種　硫化水素　含硫アミノ酸　システイン　MPST　CTH
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本件で注目した活性硫黄分子種の産生酵素であるCTHとMPSTの遺伝子欠損者は先天的な代謝異常を持つが、平常
時は特に症状は見られないため、発見自体が稀である。しかし遺伝子欠損マウスを用いた研究から、栄養補給の
不全やある種の薬剤の使用により肝不全などの生命に関わる急激な病変リスクがある。本研究では、緊急を要す
るアナフィラキシーショック時において、システイン代謝あるいは活性硫黄分子種の産生経路の破綻した場合の
リスクをはじめて示唆した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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